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第１２６回経営協議会議事概要 

 

 

日 時   令和４年１２月１６日（金）１５時３０分～１７時１０分 

場 所   本部棟大会議室 

出席者 和田隆志（議長），大竹茂樹，中村慎一，塩川達大，三浦要，松本宏一， 

堀修，蒲田敏文，河田悌一，徳田博 

（以下，Webによる出席者） 

有松育子，大橋徹二，後藤ひとみ，里見進，原田明久，山内雅喜，渡辺芳人 

欠席者 山田啓之 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ   浅野哲夫，村本健一郎 

陪席者 森本章治，山岸雅子，黒本和憲，中沢正隆，松本邦夫 

 

１ 前回議事確認 

   第１２５回経営協議会   １０月２０日（木）開催 

 

２ 協 議                                         

（１）国立大学法人金沢大学規則の改正 

総務・財務・施設担当理事から，資料 1-1～1-6 に基づき，国立大学法人金沢大

学規則の改正について説明があり，審議の結果，承認された。 

 

（２）第４期中期目標・中期計画の変更 

企画評価・ダイバーシティ推進・広報戦略担当理事から，資料２に基づき，第４

期中期目標・中期計画の変更について説明があり，審議の結果，承認された。 

 

 （３）令和４年度金沢大学補正予算（第１号）編成 

総務・財務・施設担当理事から，資料３に基づき，令和４年度金沢大学補正予算

（第１号）編成について説明があり，審議の結果，承認された。 

 

 （４）金沢大学発ベンチャーキャピタルファンドの設立 

議長から，資料 4-1に基づき，経営改革促進事業について説明があった。次いで，

研究・社会共創・大学院支援担当理事及び産学連携・研究（総括）担当副学長から，

資料 4-1～4-6（4-6 は回収資料）に基づき，金沢大学発ベンチャーキャピタルファ

ンドの設立について説明があり，審議の結果，株式会社金沢ベンチャーインキュベ

ーション＆キャピタル及び金沢・北陸地域発スタートアップ創出投資事業有限責任

組合の各々に対する設立及び出資について，承認された。 

 

［委員からの主な意見］ 

 ○ 自治体におけるスタートアップ支援事業との連携について検討いただきたい。 

 

 ○ 大学発ベンチャーキャピタルにおいては，社会のペインポイント（ニーズ）

を如何に集め，大学のシーズと結び付けられるかが重要である。 
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 ○ よりダイバーシティの観点を考慮した組織構成となることが望ましい。 

 

 ○ ファンドの特徴を出していくためにも，金沢大学としての重点領域を設けて

押し出していくことが重要である。 

 

３ 報 告 

（１）金沢大学における令和５年度教育組織改革（審査結果及び対応） 

     総務・財務・施設担当理事から，資料５に基づき，金沢大学における令和５年

度教育組織改革（審査結果及び対応）について説明があった。 

 

（２）バイオマス・グリーンイノベーションセンターの設置 

研究・社会共創・大学院支援担当理事から，資料６に基づき，バイオマス・グ

リーンイノベーションセンターの設置について報告があった。 

 

４ その他 

（１）令和５年度経営協議会日程 

議長から，資料７に基づき，令和５年度経営協議会日程について説明があった。 

 

＜次回開催予定＞ 

    第１２７回経営協議会  日時：令和５年２月１６日（木）１３時３０分から 

 


